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子育て環境、介護基盤の強化を

　第 343 回定例県議会が 2 月
15 日から 3月 20 日にかけて開
かれ、総額 3 兆 7819 億円にの
ぼる平成 31 年度の県当初予算
案などを可決しました。対前年
度比で 1.8％増となります。「す
こやか兵庫」をつくるスタート
年に位置づけ、“兵庫の新時代

をひらくための予算”としてと
りまとめたものです。
　一般会計は 1兆 9354 億円で、
防災・減災対策を強化するため
の投資的経費（社会資本整備
などの経費）を対前年度比で
356 億円増加させた 2240 億円
を計上しました。人件費は微減、

公債費（公債償還などの経費）
は微増しています。
　事務事業は 157 事業を廃止

来へ続く地域活力の創出」「兵
庫人材の活躍推進」「交流・環
流を生む兵庫五国の魅力向上」
「地域の自立」の 5本柱です。
　中で、地震・津波や風水害対
策をはじめ、人口増対策を着実
に進めるための子育て環境の充
実、働きながら子育てができる
環境整備、ＤＶや子ども虐待防
止、医療・介護体制の充実、特
養の整備やサービス付き高齢者
向け住宅の機能強化支援、認知
症の早期発見の促進といった事
業を盛り込んでいます。

新年度県当初予算 3兆7819億円に

投資的経費増で防災・減災対策

　新芽が芽吹き、桜前線の話題が聞かれる季節となりました。皆さまには、お揃いでお
健やかにお過ごしのこととお慶び申し上げます。
　昨年から自民党県議団副幹事長を拝命、当局との政策調整や団運営に精励し、井戸県
政を支える責任政党として県民福祉の向上に取り組んでいます。
　昨年は県政 150 年を印し、来年は大震災から 25 年の節目を迎えます。また、本年 5
月には新元号が施行されるなど、まさに時代の大転換期にあります。　　
　とりわけ人口減少、少子高齢社会の到来です。人口の自然・社会増対策、地域の元気
づくりを軸とした政策の総動員が求められます。一方で、2030 年に向けて描く「すこ
やか兵庫」（下記記事参照）の実現に、子育て環境の充実、介護基盤の強化、健康寿命
の延伸など暮らしと命を守る施策展開が急務となっています。

暮らしと命を守る施策展開へ

1
いち はや く

児童相談所全国共通ダイヤルとは…
虐待かもと思った時などに、すぐに児童相談所に通告・相談
ができる全国共通の電話番号です。
通告・相談は、匿名で行うこともでき、通告・相談をした
人、その内容に関する秘密は守られます。

教育費
19.3％
3746億円

民生費
17.1％
3306億円

商工費
13.7％
2659億円

公債費
14.2％
2740億円

総務費
11.2％
2172億円

土木費
8.6％

1662億円

警察費
7.1％

1374億円

農林水産費
4.6％
884億円

衛生費
3.1％
591億円 その他

歳出予算
1兆9354億円
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2030年「すこやか兵庫」めざす
健康長寿、子育て安心社会など盛る

　75 歳以上の後期高齢者が 2015 年比で約 30
万人増加すると予想される 2030 年。兵庫県
ではその理想とする姿を「兵庫 2030 年の展
望」（すこやか兵庫）として策定し、未来へ
の道標にしています。中でも、私が特に重点
を置いている「健康長寿」「子育て安心社会」
「全員活躍社会」「安全な暮らし」について、
主な内容を次の通り紹介します。
【進む健康長寿】
・ だれもが健康づくりを実践し、健康寿命を
延伸（ビッグデータを活用した健康管理、
再生医療など次世代医療の研究開発）
・ 住み慣れた地域で介護や医療を受けられる
環境を整備（在宅介護・施設介護の体制整
備、病床機能の再編など）

【子育て安心社会】
・ 安心して子どもを産み育てられる環境を整

備（待機児童の解消、周産期医療や不妊治
療制度の充実、子育てしやすい就労環境整
備など）

・地域とつながる子育てを再生

虐待かも… と思ったら

児童相談所
全国共通
ダイヤル

し、新たに 106 事業を
加えて計 1561 事業を
展開します。
　重要施策は、「安全
安心な基盤の確保」「未

【全員活躍社会】
・ 個人のライフスタイルに応じた働
き方を実現

・多様な人々の社会進出を促進
・ 生涯現役を当たり前に（生産年齢
人口の概念消滅、高齢者の経験・
技能活用、学び直しの環境充実など）

【安全な暮らし】
・ 世界最高水準の防災基盤と防災意
識を形成

・ 災害からの復元力強化（レスキュー
ロボット活用など）

・日常生活の安全を確保
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身を守る護身術の周知

地域防災力の強化

思いがけない妊娠に悩む妊産婦支援

障害者グループホームの充実

障 害 者
福祉など５つの対策を県に要望

自民党 兵庫県議会議員　北浜みどり県政報告 ⑵
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【北浜みどり】
　障害者が働くとは何かを知
り、自分にあった仕事を見つけ
る就労移行支援が必要。特に普
通高校に通うコミュニケーショ
ン障害を持つ子どもは卒業後す
ぐ就労するのは厳しい。また、
芸術活動を行うことも生きがい
となってモチベーションを高め
てくれる。
【井戸知事】
　実態は難しいが、障害者就労
生活支援センターでインターン

障害者の就労支援

学校から社会への移行を支えて

子ども虐待のない社会を！
子育て支援や女性の健康問題対策も
　私が局長を務める自民党県
連女性局では、ハッピーオレ
ンジ運動として児童虐待防止
を呼びかける街頭活動などに
全力で取り組んでいます。
　“子どもは社会の宝”とい

うコンセプトのもと、平成 17
年から党女性局が実施する「子
どもHAPPYプロジェクト」の
一環で展開しているものです。
　児童虐待ゼロをめざす運動の
ほか、子育て家庭を支える体制

の強化、女性の健康問題対策、
リベンジポルノ問題対策など
も行っています。
　また、兵庫県連女性局独自
の活動として、東日本大震
災の被災地から買い付けた
チューリップの球根を県内の
保育園などに配布する「花
いっぱい運動」もあります。
　こうした活動を通じて、子
どもの笑顔と女性が輝く社会
の実現に一歩一歩近づいてい
きたいと考えています。

子
ど
も
の
虐
待
ゼ
ロ
を
め

ざ
し
て
街
頭
活
動
。通
告
・

相
談
ダ
イ
ヤ
ル
１
８
９
番

な
ど
を
紹
介
し
て
い
ま
す

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
球
根
の
お
礼

に
園
児
か
ら
も
ら
っ
た
似
顔

絵
。
大
切
に
し
て
い
ま
す

シップや体験ワーク
などを実施してお
り、こうした活動を
積み重ねてもらうことが適切と
考える。さらにジョブコーチ制
度も有効で、今後はジョブコー
チのノウハウを世話人などに伝
達していく仕組みを築いていき
たい。
　また、新年度から庁内に障害
者芸術文化活動支援センターを
設置して各種相談や絵画・書道
などの専門人材の派遣を行う。

【北浜みどり】
　精神障害者のグループホーム
が足りていないことに加え、重
度障害や医療的ケアが必要な方
でも安心して生活できるグルー
プホームを増やすことが重要。
【福祉部長】
　精神障害者に対応したグ
ループホームなどを３年間で
１３６７人分を整備する目標で
取り組んでいる。また、精神障
害者の障害特性に関する研修を

全国初の医療支援型を圏域ごと整備
積極的に展開し、世
話人など支援者の質
向上を図る。さらに
新年度から、医療的ケアが必要
な人のため、県独自の助成事業
を創設して 24時間生活支援員
が常駐する日中サービス支援型
グループホームに看護職員を常
時配置した、全国初の医療支援
型グループホームを圏域単位に
計画的に整備していくことにし
ている。

【北浜みどり】
　2015 年から２年間で 102
人の妊産婦が自殺し、うち 92
人が出産後の自殺であり、妊娠
や子育ての不安を抱えた妊産婦
を支える必要性を強く感じる。
しかし、こうした妊産婦の支援
団体は資金面など課題も多い。

相談事業の拡充へ検討を開始
県が実施する「思い
がけない妊娠ＳＯＳ
相談事業」の拡充や、
団体の活動支援が必要。
【健康福祉部長】
　相談事業の対応日数を増やす
など現場の実態を確認してどう
拡充できるかを検討する。

【北浜みどり】
　南海トラフ地震は、最大震度
６弱～７の揺れが広範囲におよ
び約３分も続く。自主防災組織
や消防団の活用を考え、メン
バーの若返り化も図るべき。

自主防災組織などの積極活用を
【防災監】
　新年度、学生や女
性などの消防分団の
創設への補助で多様な人材確保
を支援し、訓練補助の拡充など
で活性化を促す。

【北浜みどり】
　女性が一人で申し込むことが
できるオープン形式の護身術教
室をもっと開催してはどうか。
【県警察本部長】

各警察署で教室開催呼びかけ
　各警察署で実施す
ることができるよう
教室用ＤＶＤを配布
して各署での活用・実施を呼び
かけている。
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